
様式第１号 
福井市学校版環境ＩＳＯ 実施計画書 

福井市長 様 
 

私たちの学校は、恵み豊かな環境を守り未来に引き継いでいくために、環境保全に関する学習、教育

及び活動を積極的に行って環境にやさしい学校づくりと生命や自然の大切さを理解し郷土を愛するモラ

ルの高い児童・生徒の育成に取組むための実施計画を策定しましたので、福井市学校版環境ＩＳＯ認定

制度による認定の更新を申し込みます。 
平成２６年５月２０日 

学校名  福井市森田中学校 
校長氏名  長谷川 正克  

 
１ 目標（学校の約束） 
 ①学校で節水に努めます。 

 ②学校で物を大切にします。 

 ③学校で節電に努めます。 
２ 取組内容 
 ①水のプラン 

  ・掃除、手を洗うときなど、水を流しっぱなしにしません。 

 

 ②物のプラン 

  ・給食は、残さず食べます。（自分の食べられる量を盛りつけます。） 

  ・エコキャップの回収をＰＴＡと連携して実施します。（関係団体に送りポリオワクチンにかえま

す。） 

  ・教室にリサイクルボックスを置きます。（余ったプリントをリサイクルボックスの中に入れ、再利

用します。） 

  ・ゴミの分別をします。（給食のゴミの分別を徹底します。） 

 

 ③電気のプラン 

  ・教室を開けるときは、電灯を消します。（自分のクラス以外でも、気づいたら消します。） 

  ・使わない電化製品は、主電源を切ったり、コンセントを抜いたりします。 

 
 以上の３つのプランを毎月、教職員と生徒にアンケートを行い、ふりかえりを実施していきます。 

★ＥＳＤポイント 
  ①②③の節水や節電では、資源には限りがあり、大切に使用することで長く資源を有効に使えるこ

とを理解する。（有限性） 

 
 



様式第２号                           平成２７年１月２６日 
福井市学校版環境ＩＳＯ 実施報告書 

学校名   福井市森田中学校 

 

１ 今年度の目標（学校の約束） 
 ①学校で節水に努めます。 

 ②学校で物を大切にします。 

 ③学校で節電に努めます。 

２ 取組内容 
 ①毎月のふりかえり 

  ・3 つの学校の目標について毎月、生徒と教員にアンケートを実施し、３段階で評価しました。 

 

 [生徒に] 

①教室を開けるとき、電灯を消したり、自分のクラス以外でも消したりする。 

②掃除、手を洗うときなど、水を流しっぱなしにしない。 

③ゴミの分別をしっかり行う。 

 [教員に] 

①環境問題に関する授業を行う。 

②プリントを印刷するときは必要な枚数を確認する。 

③片面を使用した用紙で、可能なものは裏面を利用する。 

④学校の催しではゴミが少なくなるように工夫する。（学校祭） 

⑤家庭で実施できる環境保全活動について保護者に案内する。（エコキャップ） 

 

 ②エコキャップの回収 

  ・エコキャップの回収をＰＴＡと連携して実施し、学校祭で代議員が発表しました。関係団体に送

りポリオワクチンにかえてもらいます。 

 

 



  ・教室にリサイクルボックスを置き、余ったプリントを再利用したり、資源回収に出したりしまし

た。 

   

   

・給食の残食が北部給食センター内で１番少なくなりました。 

 

 ③節電・節水の取組 

  ・蛇口や電気のスイッチ場所に節水や節電のポスターを掲示しました。 

  
 
★ＥＳＤポイント 
  ①②③の節水や節電では、資源には限りがあり、大切に使用することで長く資源を有効に使えるこ

とを理解する。（有限性） 
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【具体的効果】 
①毎月行ったアンケートの結果を見ると、電気の消灯について、始めは評価が 1,3 だったのが、2,3

までになった。その他の項目については、最初から評価が高く、昨年までの節約の考えが根づい

ていると言える。また、環境問題に関する授業を行う教員も毎月３人から５人いた。毎月アンケ

ートを行うので、生徒も教員も省エネの意識をもって生活できた。 

②エコキャップを集める運動では、代議員が中心となって呼びかけ６年間続いている。家庭が協力

してくれるので、たくさんのエコキャップを集めることができる。兄弟を通してエコキャップを

集めることが、家庭の習慣になっている。 
【改善点】 
・アンケートの結果などを発表する機会がなかったので、代議員会を中心に発表し、取り組みをさ

らに広めていきたい。 

・今年は、環境問題に関する授業について、教員の負担になると思い、具体的な記録はお願いしな

かったが、今後実践したことを記録に残していきたい。 
 


